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 新
会
長
あ
い
さ
つ

社
協
会
費
と
赤
十
字
会
費
の
お
礼

   

社
会
福
祉
協
議
会
の
貴
重
な
自
主
財
源
で
あ
る
「
社

協
会
費
」
と
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
資
金
と
な
る
「
赤

十
字
会
費
」
の
募
集
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
区
長
・
組

長
様
及
び
関
係
者
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
年
度
も
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
加
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
規
制
が
緩
和
さ
れ

た
と
は
い
え
、
ま
だ
家
計
へ
の
大
き
な
影
響
を
与
え
る

な
か
、
ご
加
入
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
は
心
よ
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
納
入
し
て
い
た
だ
い
た
社
協
一
般
会
費

の
50
％
は
、
市
内
11
地
区
に
あ
る
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
活
動
の
財
源
と
し
て
還
元
さ
れ
、
地
域
の
福
祉
活
動

や
各
種
福
祉
団
体
支
援
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
赤
十
字
会
費
は
、
日
本
赤
十
字
社
山
梨
県
支

部
に
送
金
さ
れ
、
国
内
外
の
人
道
的
活
動
の
た
め
に
活

用
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
田　

正
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
た
び
、
令
和
５
年
６
月
の
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
お
い
て
、
数
々
の
功
績
を
残
さ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
詫
間
前
会
長
の
後
任
と
し
て
就
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
た
し
ま
し
た
こ
と
に
、
そ
の
職
責
の
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
技
術
畑
ば
か
り
歩
ん
で
き
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
す
。
学
校

に
お
い
て
、
技
術
者
の
養
成
に
携
わ
り
技
術
の
伝
承
を
し
て
参

り
ま
し
た
。
機
械
と
ば
か
り
会
話
を
し
て
き
た
人
間
で
す
の
で
、

社
会
福
祉
と
い
う
人
と
人
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
対
人
援
助
意

識
を
持
ち
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
、
さ
ら
に
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
提

供
が
出
来
る
か
思
考
し
、
微
力
で
す
が
貢
献
し
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
と
相
ま
っ
て
物
価
の
高
騰
に
よ
り
、
経
済
的

な
困
窮
や
社
会
的
孤
立
が
深
刻
化
す
る
と
と
も
に
、
心
身
の

不
安

・
不
調
な
ど
新
た
な
生
活
課
題
を
抱
え
た
人
が
顕
在
化

し
て
い
る
中
、
国
に
お
い
て
は
、
誰
も
が
支
え
合
い
な
が
ら
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
多
様
な
関
係
者
に

よ
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
づ
く
り
や
重
層
的
な
支
援
機
能
を
構
築

す
る
た
め
の
取
り
組
み
な
ど
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

て
地
域
づ
く
り
・
包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
会
で
は
「
第
３
次
山
梨
市
地
域
福
祉
活

動
計
画
」
で
掲
げ
て
お
り
ま
す
「
地
域
の
つ
な
が
り
と
、
支
え

合
い
の
心
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
、
地
域
の

皆
様
、
関
係
機
関

・
団
体
、
行
政
と
連
携
、
協
働
し
て
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
を
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

役
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

役
員
の
紹
介

　

役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
次

の
方
々
が
新
役
員
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

会　

長　
　

戸
田　

正
守

副
会
長　
　

清
水　

孝
夫

副
会
長　
　

荻
原　

眞
紀
子

理　

事　
　

雨
宮　

政
文

理　

事　
　

中
村　

精
志

理　

事　
　

丸
山　

梅
子

理　

事　
　

中
村　

正
和

理　

事　
　

帯
津　

進

理　

事　
　

古
屋　

英
世

理　

事　
　

中
村　

和
夫

理　

事　
　

駒
井　

清
貴

理　

事　
　

渡
邉　

定

理　

事　
　

前
島　

一
彦

理　

事　
　

塚
田　

好
子

理　

事　
　

山
西　

孝

理　

事　
　

三
村　

恵

理　

事　
　

鶴
田　

睦
雄

理　

事　
　

小
田
切　

春
美

理　

事　
　

永
田　

恵
子

監　

事　
　

小
俣　

俊
英

監　

事　
　

萩
原　

双
葉

任
期　

令
和
５
年
６
月
23
日
か
ら

　
　
　

令
和
７
年
６
月(

定
時
評

　
　
　

議
員
会
終
結
の
時)

ま
で

役
員
の
紹
介
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令
和
４
年
度
決
算
報
告

　

５
月
31
日
の
監
査
を
経
て
、
６
月
９
日
に
理
事
会
、
６
月

23
日
に
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
４
年
度
収
支
決
算
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
財
務
関
係
諸
表
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
閲
覧
が

で
き
ま
す
。

決
算
報
告
に
つ
い
て

表
紙
写
真
説
明

　

夏
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ

２
０
２
３
の
様
子
で
す
。

◆
山
梨
県
老
人
福
祉
大
会

　

老
人
福
祉
の
向
上
に
努
め
、
功
績

の
あ
っ
た
方
を
表
彰
す
る
「
山
梨
県

老
人
福
祉
大
会
」
が
今
回
で
62
回
目

を
迎
え
、
9
月
11
日
（
月
）
に
甲
府

市
総
合
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

来
場
者
の
制
限
は
あ
り
ま
し
た
が
、

県
内
各
地
で
ご
活
躍
さ
れ
た
方
々
へ
、

そ
の
功
績
に
対
し
表
彰
状
が
送
ら
れ

ま
し
た
。
な
お
、
山
梨
市
か
ら
は
次

の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
各
種
表
彰
受
賞
者
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

知
事
表
彰

　

古
屋
勇
造
（
豊
寿
会
）

県
老
連
会
長
表
彰

《
育
成
功
労
表
彰
》

　

田
邉
芳
弘
（
請
地
老
人
ク
ラ
ブ
）　

《
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
》

　

小
原
団
地
よ
つ
葉
会

　
　
　
　
　
　
　

（
岩
渕
吉
雄
会
長
）
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し
ょ
う
が
い
を
も
っ
て
い
る
人
も
楽
し
く

す
ご
せ
る
よ
う
に
く
ふ
う
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

笛
川
小
学
校
５
年)

夏
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ

夏
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

夏
休
み
を
利
用
し
て
、
今
年
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
開
催
し
ま
し
た
。
感
染
症
予
防
や
熱
中
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
延
べ
、

１
６
４
名
の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
体
験
が
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
で
新
た
な
世
界
を
見
出
し
て
く
れ
る
き
っ
か
け
の
一
つ
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

　

参
加
者
の
感
想
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。
山
梨
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
「
知
り
た
い
・
学
び
た
い
」
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
ま
す
。[

原
文
の
ま
ま
一
部
掲
載]

　

今
日
体
験
し
て
み
て
、
車
い
す
の
機
能
を

知
れ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
を
つ
か
っ
て

で
き
な
い
を
で
き
る
に
変
え
て
い
け
た
り
、

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
楽
し
か
っ
た
で

す
。
授
業
な
ど
で
は
、
あ
ま
り
知
れ
な
い
こ

と
も
知
れ
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

(

山
梨
北
中
学
校
１
年)

　

三
角
き
ん
の
使
い
方
が
分
か
っ
て
、
も
し
、

自
分
や
、
ま
わ
り
の
人
が
け
が
を
し
て
い
た

ら
正
し
い
使
い
方
を
し
て
、
き
ゅ
う
き
ゅ
う

車
が
来
る
の
を
ま
ち
た
い
。（
山
梨
小
学
校
４
年
）

　

日
常
生
活
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
う
こ
と
や
胸

骨
圧
迫
を
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
な
い
け
れ

ど
、
で
も
誰
が
い
つ
倒
れ
る
か
は
わ
か
ら
な

い
し
、
も
し
倒
れ
て
い
る
の
を
見
た
と
き
に

自
分
か
ら
率
先
し
て
行
動
す
る
の
と
し
な
い

の
と
で
は
絶
対
に
ち
が
う
と
お
も
う
か
ら
、

正
し
い
や
り
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
（
体

験
で
き
て
）
と
て
も
良
い
機
会

だ
っ
た
。

(

日
川
高
校
３
年)

◆
夏
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ

★
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
よ
う

★
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

★
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
話
し

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
話
し
を
と
お
し
て
、

私
も
、「
他
人
事
」
で
は
な
く
、「
自
分
事
」

と
し
て
考
え
る
よ
う
に
し
よ
う
と
思
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
山
梨
北
中
学
校
１
年
）

　

身
近
な
所
で
こ
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
る
人
が
い
て
驚
い
た
の
と
同
時
に
、
や
る

人
が
い
な
い
ん
だ
っ
た
ら
自
分
が
や
れ
ば
い

い
と
い
う
言
葉
に
心
が
動
か
さ
れ
た
。
一
歩

踏
み
出
し
て
み
る
勇
気
が
大
切
だ
な
と
思
っ

た
。
自
分
も
家
族
以
外
の
誰
か
の
た
め
に
役

に
立
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
。

（
山
梨
高
校
２
年
）

た
。
自
分
も
家
族
以
外
の
誰
か
の
た
め
に
役

車
い
す
な
ど
の
福
祉
用
具
を
体
験
し
、
誰
も

が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
町
に
必
要
な
こ
と
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

「
ハ
イ
チ
共
和
国
」
で
支
援
活
動
を
行
っ
て
い

る
『
ハ
イ
チ
友
の
会
』
の
活
動
を
通
し
て
世
界

で
の
活
動
を
学
び
ま
し
た
。

三
角
巾
を
使
っ
た
応
急
法
や
心
肺
蘇
生
法
を

学
び
、“
も
し
も
”
の
備
え
を
“
ふ
だ
ん
”
か

ら
行
う
体
験
を
し
ま
し
た
。
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《ボッチャ交流会》
日時　１１月２日（木）午後 1 時 30 分～

場所　石原なちこ記念体育館

持ち物　室内履き・タオル

申込締切　10 月２０日（金）まで

《障害者グラウンドゴルフ記録会》　　　　
日時　10 月 1 ９日（木）午後 1 時 30 分～

　　　※雨天時は１０月２４日（火）に延期

場所　小原スポーツ広場（山梨市役所南側）

持ち物　クラブ、ボール（お持ちの方のみ）

申込締切　10 月５日（木）まで

●
ご
寄
付
の
報
告
●

社
会
福
祉
事
業
寄
付
金

手
島
勇
様

（
七
日
市
場
）　

５
万
円

故
人
様
ご
遺
志
に
よ
り

高
橋
宏
一
様　

（
東
）　　
　

 

５
万
円

車
い
す

故
鶴
田
良
子
様
ご
遺
志
に
よ
り

鶴
田
恭
一
様

（
北
）　　
　
　
　

１
台

牛
乳
パ
ッ
ク

飯
島
祥
子
様

（
小
原
西
）
・
林
宏
明

様

（
笛
吹
市
春
日
居
町
）

古
切
手
・
ベ
ル
マ
ー
ク
な
ど

【
個
人
】
梶
原
美
都
子
様

・
中
村
春

美
様

（
上
神
内
川
）
・
田
中
よ
し
み

様

（
小
原
西
）
斉
藤
保
雄
様

（
七

日
市
場
）
・
土
橋
敏
江
様
（
下
井
尻
）
・

山
田
裕
様

（
上
岩
下
）
・
武
井
昇
様

（
鴨
居
寺
）
・
竹
川
千
代
美
様

（
牧

丘
町
西
保
中
）

【
事
業
所
・
団
体
】

山
梨
市
文
化
協
会
古
典
文
学
部
様

・

山
梨
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

・
古
屋
貴

石
様
・
ラ
イ
ム
ラ
イ
ト
１
４
０
ロ
ー
ラ
様
・

窪
平
保
育
園
様

（
令
和
５
年
８
月

31
日
受
付
分
ま
で
掲
載
）

お
知
ら
せ
＆
募
集

　

皆
さ
ま
か
ら
の
寄
付
金

は
地
域
福
祉
活
動
財
源
と
し

て
、
古
切
手
・
ベ
ル
マ
ー
ク

な
ど
は
市
内
障
害
者
施
設
に

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

 

　山梨市障害者福祉会では、市内在住または在勤の障害者および家族、介助者を対象として、

この秋、多彩な行事を計画しています。ぜひご参加ください！

山梨市障害者福祉会より　秋の行事のお知らせ

《障害者スポーツ大会》
日時　１１月８日（水）午前１０時～正午

　　　※雨天時は 11 月９日（木）に延期

場所　小原スポーツ広場（山梨市役所南側）

参加費　１００円（当日徴収）

申込締切　10 月２３日（月）まで

申込・問合せ　市障害者福祉会事務局（市社協内）電話（２２）８７５５

　　　　

　10 月 1 ９日（木）午後 1 時 30 分～

　　　※雨天時は１０月２４日（火）に延期

　小原スポーツ広場（山梨市役所南側）

《障害者スポーツ大会》
日時
　　　※雨天時は 11 月９日（木）に延期

場所

《清掃奉仕活動》
日時　10 月３日（火）午後 1 時 30 分～

　　　※雨天時は１０月５日（木）に延期

場所　万力公園内

持ち物　軍手・タオル

申込締切　９月２９日（金）まで

　　　　山梨市赤十字奉仕団員募集中！
　 赤十字奉仕団は、赤十字のボランティア活動を通じて地域に貢献

したいという思いを持った人びとによって組織されたボランティア

グループです。

　山梨市赤十字奉仕団では、いつ起こるか分からない災害に備えて

ボランティアとして活動していただける奉仕団員を募集しています。

　主に、災害救護訓練・救急法や応急手当訓練・防災活動・赤十字

の PR 活動・献血の PR 活動・青少年赤十字との交流など、様々な

活動を行っています。

　ご興味のある方は、市社会福祉協議会（２２－８７５５）

へご連絡ください。



�山梨市社会福祉協議会広報
やすらぎ　　第　 ８０　 号

この広報紙やすらぎは、赤い羽根・共同募金の配分金でつくられています。

　　　　　　ひとり親家庭 ・ 両親のいない家庭　「一日行楽」 参加者募集！
　　　　　　　　　 　　～東京ディズニーランドで楽しい思い出を～
　本市社協では、共同募金配分金を受け、「一日行楽」を実施します。

旅行日　１１月２３日（木・祝）
対象　　市内在住の高校生までの子どもをもつ、ひとり親家庭・両親のいない家庭
参加費　大人　　　　　　　　8,000 円
　　　　中人（中高生） 　　  6,000 円
　　　　小人（４歳～小学生）4,000 円
　　　　※幼児は旅行日現在の年齢に基づく
定員　　４０名（定員になりしだい締切）
申込み　１０月１６日（月）～１０月３１日（火）までに申込書と参加費を市社会福祉協議
　　　　会本所へご持参ください。（参加費はお釣りのないようにしてください。電話等での
　　　　申込みはできません。）
その他　申込みの際にひとり親家庭等の事実が確認できるものをご提示ください。申込書は
　　　　市社協ホームページからもダウンロード出来ます。
問合せ　市社協　電話（２２）８７５５

お
知
ら
せ
＆
募
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『レクリエーション講習会」参加者募集！
　 ボランティア活動や、いきいきサロンなどの

場で楽しく活用できるレクリエーションを学ん
でみませんか。参加費は無料です。
開催日　①１１月６日（月）
　　　　②１１月１３日（月）
　　　　③１１月２０日（月）
時間　　いずれも午後１時３０分～３時３０分
会場　　山梨市老人健康福祉センター
　　　　３階集会室 ( 山梨市小原西 649-1)
対象　　ふれあい・いきいきサロン及びボラン
　　　　ティアグループ関係者、関心のある
　　　　一般の方
内容　　①楽しく筋トレ・脳トレ実技
　　　　②身近な物を使ってクラフト実技
　　　　③音楽的レクリエーション実技
講師　　山梨県レクリエーション協会理事及び
　　　　同協会公認指導者
定員　　各回とも２０名（先着順）
問合せ　市社協　電話（２２）８７５５
　　　　各回とも１週間前までにお申し込み
　　　　ください。

　　　　　　　　　　『救急法基礎講習会」参加者募集！
　 普段の暮らしの中での事故防止や手当ての基本など、もしものときに備えて一緒に学んで

みませんか。参加費は無料です。たくさんの方の参加をお待ちしています。
日時　　令和５年１２月２６日（火）　午後１時から５時３０分
会場　　山梨市民会館　４階　４０２会議室（山梨市万力１８３０）
対象　　市内在住、在勤、在学の１５歳以上で関心のある方
内容　　①赤十字救急法について
　　　　②一次救命処置
　　　　※講習修了者には受講証、評価合格者には修了者認定証を交付します
持ち物　筆記用具、飲み物
服装　　動きやすい服装
定員　　２０名（先着順）
申込み　令和５年１２月４日（月）から８日（金）までの午前８時３０分から午後５時１５分
　　　　までの間に電話にてお申し込みください。
問合せ　市社協　電話（２２）８７５５

　　　　朗読講習会受講生募集！
　 音訳技術を学び、朗読ボランティアとして活

動する方を養成する講座を開催します。音訳と

は、視覚障がい者のために、書いてあるものを

正確に読むことをいいます。音訳が初めての方、

すでに朗読ボランティアとして活動をしている

方、どなたでもご参加ください。

開催日　①１２月１日（金）
　　　　②１２月８日（金）
　　　　③１２月１５日（金）
時間　　いずれも午後１時３０分～３時３０分
会場　　夢わーく山梨　講習室
内容　　①朗読の扉　②朗読の部屋　③朗読の窓
対象　　朗読に関心のある方
参加費　無料
定員　　２０名（先着順）
申込締切　１１月２日（木）
申込・問合せ　市社協　電話（２２）８７５５
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山梨市社会福祉協議会正規職員の募集について
あなたの知識と情熱を山梨市社協で活かしてみませんか

　 本市社協では、令和６年４月１日採用予定の正規職員を募集します。山梨市の地域福祉推進

のため、あなたの力を貸してください。

職種・人数　社会福祉士・１名

業務内容　　地域福祉に係る事業の企画・調整・相談・支援業務の他、組織運営に係る事務

年齢　　　　不問

応募要件　　　次のすべてに該当すること

　　　　　　①社会福祉士の資格を有する者又は令和６年３月３１日までに社会福祉士の登録

　　　　　　　資格を有することとなる者。

　　　　　　②社会福祉の仕事に深い理解と熱意がある。

　　　　　　③ OA 機器を活用し、文書作成等基本的な事務処理ができる。

　　　　　　④普通自動車第一種運転免許（AT 限定可）を取得している。

受付期間　　　１０月２日（月）～１０月２７日（金）まで

応募に必要な書類　①指定の選考申込書　②指定の自己紹介書　③指定の職務経歴書

　　　　　　　　　④資格証明書　※資格をお持ちの方のみ。

書類提出方法　・郵送又は持参（受付最終日必着のこと）

　　　　　　　・封筒に「職員採用選考申し込み」と朱書きしてください。

選考の方法及び日程　第１次選考　教養試験、適性検査、小論文　11 月 19 日（日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前 9 時 30 分から

　　　　　　　　　　第２次選考　面接　12 月 3 日（日）　※時間は別途通知します。

送付先・問合せ　山梨市社会福祉協議会本所事務局　総務担当

　　　　　　　  〒４０５－０００６　山梨市小原西８４３－４　

　　　　　　　  電話（２２）８７５５

お
知
ら
せ
＆
募
集

山梨市社会福祉協議会　山梨訪問介護事業所
ホームヘルパー募集について

　山梨訪問介護事業所では、一緒に働いていただけるホームヘルパーを募集しています。「資格

はあるけど経験がない…」「経験はあってもブランクがありすぎて…」という方でも大丈夫！経

験豊富なスタッフがしっかりサポートします。利用者さまがいつまでも住み慣れた地域で生活

を送ることができるよう、力を貸してください。

職種　　　　訪問介護員（登録ヘルパー）

資格要件　　介護職員初任者研修（ヘルパー２級可）または介護福祉士、

　　　　　　普通自動車第一種運転免許（AT 限定可）

業務内容　　身体介護・生活援助

勤務時間　　午前８時から午後６時までの間で３～４時間

　　　　　　　（午前のみ、午後のみの勤務可）

休日・休暇　 勤務日数応相談、有給休暇あり

給与　　　　　　時給１，０００円～１，２００円（訪問１件につき交通費あり）

その他　　　年齢、性別、経験不問

問合せ　　　山梨市社会福祉協議会　山梨訪問介護事業所　担当　雨宮

　　　　　　〒４０５－０００６　山梨市小原西６４９－１

　　　　　　電話（２２）９６１６
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この広報紙やすらぎは、赤い羽根・共同募金の配分金でつくられています。

    

      

 
 
 

今年度も１０月１日から３月末日まで「赤い羽根共同募金運動」 

（１０月１日から１２月末日を通常募金、１月１日から３月末日 

をテーマ募金）が全国一斉に展開されます。 

皆さまの「たすけあい精神」に支えられる共同募金運動にご協力 

くださいますよう、よろしくお願いします。 

令和５年度募金(令和６年度配分事業) 山梨市支会 募金目標額 ７，８７１，０００円 

 

 

 

 

 

 

 

地域配分で行われる主な事業（令和５年度募金【令和６年度配分事業】） 
○ふれあい・いきいきサロン事業  ○福祉のこころ醸成事業  ○広報啓発事業 

○地域福祉大会・ボランティア大会開催事業   ○高齢者健康・スポーツ事業 

○地域協働事業  ○児童遊園地遊具修繕事業  ○歳末激励訪問事業 

 
 

共同募金（通常募金）のスケジュール 

   

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域配分 4,440,000 円 
地域配分 

 山梨市内の福祉活動に配分されます 

 

（※歳末たすけあい事業含） 

○どのように活用されているの？       
 共同募金は、「共同募金会」という民間団体
によって、都道府県単位で行われる民間の募

金です。大災害の支援を除いて県外等では使

われず、山梨県の民間社会福祉施設や団体を

通じて、高齢者や障害者、児童のために活用

されています。 

○なぜ目標額があるの？             
 共同募金は、寄附が集まってから用途を決める
募金ではなく、あらかじめ使いみちや集める目標

額を決める「計画募金」です。配分申請を受けて

から、その必要性を考慮し、使いみちの計画がた

てられ目標額が決定します。このため、目標額を

達成するために、一世帯あたりの目標額を示して

います。 ○赤い羽根募金と共同募金は同じ？        
「赤い羽根共同募金」は、共同募金の愛称です。 1 世帯あたりの募金目安額は 700 円  

700円募金していただくとおおむね次のように使われます 

○どうして協力しなくてはならないの？      
 募金は任意です。しかし、皆さんの身近には、
体の不自由な方や高齢者など、助けを必要とす

る方々が暮らしています。誰かの役にたちたい

という皆さまのお気持ちをお寄せください。 

★約 360 円が 
 優先的に山梨 

市内の地域福 

祉活動に使わ 

れます 

★約 105 円が 
山梨市内の歳末たすけ

あい事業に使われます 

★約 235 円が 
山梨市を含む県全体 

の福祉活動に使われます 

広域配分 3,431,000 円 

広域配分 

 山梨県全域を対象に福祉活動を行 

っている施設や災害援護金など配分

されます。 （※山梨市内事業含） 

赤い羽根共同募金運動への 

ご 協力を お願い します 

4月～5月 
要望申請 
調査 

７月 
目標額 
決定 

９月 
告示 

10月～ 
12月 

募金活動 
１月 
集計 

２月～３月 
助成(配分額) 
決定 

4月(翌年) 

配分(助成) 

★約★約


